
２０２４年度第１ラウンド

「CAN/CAN FD通信仕様」
実績報告

株式会社アイシン 間瀬 順一



勉強会概要
CAN 通信及びCAN FD 通信の基礎的な内容についてレク
チャー形式で学習します。

学習トピック
• 車載ネットワークの概要
• CAN の特徴
• CAN 通信プロトコル
• CAN プラットフォーム
• CAN FDの概要

勉強内容

レクチャー形式勉強スタイル

【全2回】 第1回 7月11日(木)、第2回 7月25日(木)開催日

15時00分～17時00分開催時間帯

37社 （98名）参加社数（人数）

オンライン（Zoom）開催方法（場所）



勉強会の様子
講師作成の資料でレクチャーを実施した。



アンケート結果
・グラフ

・参加者のコメント
– 実践の中で学んでいたがぼんやりした知識だったのでそこを補うことが

できた。

– 初心者向けで分かりやすい図などもあり、とても理解が深まりました。

– 最新のCAN動向を知る事が出来ました。



まとめ

◆今回の勉強会の振り返り

37社から98名に参加していただいた。
講義での混乱はなかったが、改善点は以下

– ボリュームが増えて、講師が少し早口になっていた。

◆講師所感
過去から実施されている勉強会テーマであったが、
ISO11898-2024の内容も盛り込みました。

その分難しいと感じた受講生がいたようです。

役に立ったとの意見を多くいただき励みになった。



２０２４年度第１ラウンド

「車載開発プロセス
（ソフトウェアエンジニアリング）」

実績報告
ビジネスキューブ・アンド・パートナーズ株式会社

山下 祐太朗



勉強会概要

＜基本＞
本勉強会は、Automotive SPICE v4.0に記載されているソ

フトウェアエンジニアリング系の設計プロセスに焦点を当て、
開発プロジェクトにおいて実施する活動、作成する作業成果
物の勘所と、プロセス改善の基本的な考え方を習得いただ
くための内容となっております。

勉強内容

レクチャー形式勉強スタイル

【全3回】第１回 7月18日(木)、第２回 7月24日(水) 、第３
回 7月31日(水)

開催日（全●回）

16時30分～18時30分開催時間帯

13人参加社数（人数）

オンライン開催方法（場所）



勉強会の様子

※オンラインによる開催のため、勉強会の写真はありません。

◆講義資料



アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント

– ASPICEとは何か？をしっかり学べる良い機会だった

– 補足資料の成果物例を使って説明されていたため、入門者
にもイメージしやすく、わかりやすい内容だった
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り

– 質問も多く、積極性と意識の高さを感じられ、有意義な勉
強会であった。講師としても主催者側の意図を良く理解い
ただき、気持ちよく勉強会がおこなえた。

◆講師所感

– アンケートにおいて、次回に繋がる具体的なご意見・ご感
想や次回テーマの要望をいただけたので、引き続き検討
をおこなっていきたい。



２０２４年度第１ラウンド

「 Pythonを用いたディープラーニング」
実績報告

株式会社クレスコ 井上祐寛



勉強会概要

ディープラーニングの基礎を学ぶため、まずは実際に体験し
ながら仕組みを理解することを目的とし、Pythonによる演習

を通じて知識を深めます。演習では、手書き文字認識
（MNIST）や画像認識（全結合ネットワーク、CNN）、さらに
はOpenAI APIを活用した生成AIプログラミングとして、画像
生成（DALL·E）、チャットボット（ChatGPT）、音声認識
（Whisper）を扱います。

勉強内容

レクチャー形式、演習形式勉強スタイル

6/27(木)、7/4(木)、7/11(木)、7/18 (木)開催日

１８時００分～２０時００分開催時間帯

２１人参加社数（人数）

Web開催開催方法（場所）



勉強会の様子
テキストの例 演習プログラムの例



・グラフ (経験年数と勉強会評価のグラフを掲載する）

・参加者のコメント
・基本的なディープラーニングの知識やPythonを使った実装方法についてわかりやすく学習できた。
資料もとてもわかりやすかったです。

・車載カメラにおける画像認識の勉強の一環として、今回ディープラーニングの勉強ができたから

・ DeepLearningの入り口をくぐるのは抵抗感があったが，とてもわかりやすい内容で有用であった

・大学院で勉強したDLと内容がほぼ同じだったため

アンケート結果



まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
第１回 発環境の確認、ディープラーニングの基本

第２回 全結合ニューラルネットワーク、手描き文字認識

第３回 画像認識、畳込みニューラルネットワーク

第４回ファインチューニング、汎化性能の向上に向けた戦略

◆講師所感
・昨年度から開催回数を3回から4回に増やした余裕を持って開催できた。

・受講者からの質問、要望に対して追加資料を作成し開設することができた。

→ 学びの定着に役立てたと思う。



２０２４年度第２ラウンド

「コンテナ技術入門(Docker) 」
実績報告

株式会社クレスコ 岩崎龍一

ライトニングトーク資料作成ガイドライン 20241210



勉強会概要

レクチャーと実演を織り交ぜながら、コンテナ（Docker）に対
する基礎知識を学ぶ。

・コンテナ、Dockerの概要
・コンテナの操作
・コンテナイメージの作成
・コンテナネットワーク、コンテナボリュームの操作
・Docker  Composeの操作

勉強内容

レクチャー形式、演習形式勉強スタイル

【全３回】第１回 １月８日(水)、第２回 １月１５日(水)、
第３回 １月２２日(水)

開催日

１６時００分～１７時３０分開催時間帯

１３社（１３人）参加社数（人数）

Web開催（ミーティングツール：Zoom）開催方法（場所）



勉強会の様子



アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント
・初心者でもわかりやすい資料、説明でありがたかった。

・限られた時間で要領よく纏めたと感じた。資料は操作の手引きとして使える。

・もう少しハンズオンについて余裕があるといいと思った。

・コピーペーストだけしてあまり頭に入っていないなと思う場面もあった。

54%

8%

15%

23%

経験年数

2年未満

2～5年未満

5～10年未満

10年以上

54%
15%

31% 0%

勉強会について

役に立った

まあまあ役に

立った
普通



まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
コンテナ初心者でも学習しやすいよう、親切で丁寧な資料作成
を心掛けた。しかし、資料が過剰に親切すぎた結果、アンケート
でハンズオンの内容が頭に残りにくいという指摘をいただいた。
また、講師側の事前準備が不十分だった箇所も多々見受けら
れたため、次回はこれらの点を改善したいと考えている。

◆講師所感
勉強会の資料を一から作成するのは大変だったが、その過程
で自分自身もコンテナについて多くを学び直すことができ、良い
経験になった。



2025年度勉強会開催テーマ一覧

第１ラウンド（6月～8月）のテーマとリーダ企業

第２ラウンド（11月～2月）のテーマとリーダ企業
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